
１.事務事業の目的・概要

２.成果参考指標

3.事業費 4.改善策の実施状況

5.評価時点での現状（客観的事実・データなどに基づいた現状）

①困っている「状況」

②困っている状況が発生している「原因」

③原因を解消するための「課題」

８．今後の方向性（課題にどのような方向性で取り組むのかの考え方）
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・私立学校の教育環境や教育水準の維持向上を目的に私立学校振興費補助金の交付を継続する。
・生徒数が減少する中、地方創生の目的達成（県外生徒確保や県内就職率の向上等）に向けて取り組む私立学校に対して、県内就職率に応じた加算や県外生徒確保の
ためのPR経費、県内就職を促進させるための第一次産業体験事業や非常勤講師の配置など経費面での積極的な支援を行い、定住対策や地域経済の活性化、学校法人
の経営の安定化を図る。

７.まだ残っている課題（現状の何をどのように変更する必要があるのか）
・公教育の一翼を担う私立学校の運営費充実に
係る助成を行うことにより、保護者の学費負担
の軽減、教育環境・教育水準の維持向上、学校
経営の安定化を図ることができた。
・高校の県外生徒確保支援や、高校・専修学校
の県内就職加算の助成を通じて、私立学校によ
る地方創生に向けた取り組みを促すと同時に、
学校経営の安定化に資することができた。
・日本私立学校振興・共済事業団の事務を受託
することにより、私立学校が利用する融資・共
済制度の利便性に寄与することができた。
・島根県私学教育振興会の研修事業や広報事業
等の助成を行い、県内の私学教育の振興を図る
ことができた。
・私学退職金制度に加入する学校法人の退職金
資金負担の一部を助成することにより、私立学
校の負担軽減と運営の安定を確保することがで
きた。
・私立学校共済に加入する教職員・学校の長期
掛金を助成することにより、私立学校の負担軽
減と運営の安定を確保することができた。
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取組目標値
指標名 私立高校生・私立専修学校生の県内就職率

100.0 100.0

30年度 31年度年度 27年度

・全ての私立中学校・高等学校のカリキュラム（教育課程）について、学習指導要領とのチェックを行っているが、一定水準以上の教育内容が維持されていた。
・経営状況については、少子化の影響等から園児・生徒数が前年度を下回る学校もあり、厳しい状況にある。
・経営改善に取り組む学校を支援するために、その取組に係る経費の一部を補助することとしており、平成30年度は県内就職を促進する事業を推進するため、事業
予算の増額を図っている。

うち一般財源（千円） 1,352,770 1,381,429
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事　業　費（b）（千円） 1,587,779
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事務事業評価シート

目
的

（１）対象 私立学校・学校法人

（２）意図 私立学校の教育条件の維持向上と経営の健全性を高める

100.0

○私立学校振興費補助金・教育活動費補助金
　私学の経営の安定を図るため、幼稚園、中学校、高等学校及び専修学校の私立学校を設置する者に対して、私立学校の経常的経費を助成する。
○日本私立学校振興・共済事業団事務の受託
　事業団が行う融資・共済制度を私立学校が迅速・円滑に利用できるよう、事務の委嘱を受託・遂行する。
○島根県私学教育振興会補助金・島根県私学退職金財団補助金・日本私立学校振興・共済事業団補助金
　私立学校を束ねる振興会の事業促進と運営の安定、私学退職金制度・私立学校共済制度の加入促進と運営の安定を確保するため、各種経費・掛金を助成する。

評価実施年度： 平成３０年度

28年度 29年度

100.0 100.0

事務事業の名称 私立学校経営健全性確保事業

事務事業担当課長 総務部総務課　鎌谷　正文 電話番号

上位の施策名称
施策Ⅲ－１－２
発達段階に応じた教育の振興

学習指導要領適合率
目標値

学習指導要領に適合したカリキュラムを実施している私立中学
校・高等学校の割合

・少子化の影響により、園児・生徒数が減少している。
・県外生徒受け入れのための環境整備など、学校経営に必要な経費が増加している。

・各学校の経営状況を踏まえた、より一層の財政支援が必要。
・私立学校が県内就職者数を上げるために実施する事業に対して、より一層の財政支援が必要。

％

75.0

前年度の課題を踏まえた
改善策の実施状況

②改善策を実施した（実施予定、一部実施含
む）

実績値

達成率

－

私立学校は、高校進学の選択肢の一つであるとともに、卒業後の県内就職の面でも大きな役割を期待さ
れているが、その経営環境は、今後、厳しくなることが予想され、存続が危ぶまれている

６.成果があったこと（改善されたこと）

％

67.2


